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修士一年目からの海外発表挑戦記
松村 淳
２０１０年２月にオーストラリア国立大学（以下
ANU）にて開催された Asia Pacific Week２０１０。
社会人を経由しているというちっぽけな矜持は
妙にチャレンジ精神に火をつけるようで、募集
には二つ返事で参加させていただいた。しかし
ながら、私は２００９年に大学院に入学したばかり
の修士課程１年目、まだ国内の学会発表すら経
験していない段階での海外発表である。しかも
使用言語は英語だ。ハードルとしては極めて高
い。
参加を表明したものの、実際に参加したとこ
ろで「お荷物」もしくは「足手まとい」にはな
りやしないか、寄せては返す波のように不安が
常に頭を苛んだ。
しかし、それでもなんとか無事に済ませて帰
国することができた。本稿は海外発表など自分
には一生縁が無いだろうと思っている人に特に
読んでもらいたい。私も海外での学会発表など
自分には一生無縁と思っていた。しかし、その
ような場がいつ降って湧いてくるかわからない
のである。
さて、今回の発表、私には二つの大きなハー
ドルが横たわっていた。一つ目は英語、もう一
つは発表そのもの、つまりコンテンツである。
まず、前者に関して述べてみたい。新卒で大
学院に入ってきた学生ならいざ知らず、私の場
合学部卒業から１０年以上経ってからの大学院入
学である。大学院入試で少しは勉強したとはい
え、すっかり英語からは遠ざかっている。正式
に派遣が決まってから発表当日までは十分な時
間はなかった。ここであわてて勉強する。それ
を付け焼刃と呼ぶということは十分承知してい
るのだが、だからといってやらないわけにはい
けない。アマゾンでペーパーバックを買い、
『ハリウッドスターの英語』なるリスニング教
材も手に入れた。これは ipodに入れ、仕事の
行き帰りに聴いていた。しかし付け焼刃はやは
り“なまくら”であった。レオナルド・ディカ
プリオのインタビューを聞き流すだけで英語力
が上達するはずも無いのは当然であるのだが。
つづいて、後者のコンテンツである。こちら
も英語に勝るとも劣らない難物であった。大学
院１年目が終わろうとする時期ではあったが、
まだ発表できるような研究などできていない。
二年目に向けてなんとか手がかりが掴めかけた
という次期であった。これを多くの人に聞いて
もらうだけのコンテンツとして練り上げること
ができるのか。もはや、一からフィールドワー
クをやる時間は無い。
苦肉の策として、８月に北京で行った発表を
ベースにして原稿を作り上げることにした。
フィールドとなる現場は職場の近所ということ
もあり、頻繁に訪れ、資料収集や写真撮影をす
ることができた。たまたま知り合いが当地の再
開発のコンサルティング業務をしていたので彼
の事務所を訪ね、いろいろと貴重な話を伺う機
会も得ることができた。
ざっくばらんな会話の中に大阪の法善寺横丁
の話題が出た。大阪の法善寺横町は火災によっ
て、甚大なダメージを受けた。竣工を迎え、き
れいになった法善寺横町を調査のために訪れた
知人は、そこで長年店を続けてきた主人の何気
ない一言が印象に残ったという。「はやく街を
汚さなアカンな」店の主人が発した一言は再開
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発の雰囲気を如実に物語っている。私の研究
フィールドである阪神御影地区もそうである
が、震災後に竣工した再開発の空間は一様にキ
レイである。類似したデザインの高層マンショ
ンやショッピングモールが立ち並んでいる。確
かに死角も少なく安全・安心は担保されている
ことは間違いない。しかし、その施設群はその
土地らしさを反映したものではない。なぜこの
場所にこのデザインが必要なのか、そういう議
論があまりなされないまま、とにかく安全・安
心を担保したい行政と経済合理性を最優先した
い開発業者の思惑に寄り添う形でシステマ
ティックに街が整備されていくのである。「街
を汚す」という言葉はそうした風潮に異を唱え
るものとして、私にはとても斬新に響いた。私
は、その言葉が気に入り、それをキーワードに
発表を組み立てることにした。
特任助教の川端氏、リサーチ・アシスタント
のテランス氏の多大なる協力のもと、無事に発
表 原 稿 が 完 成 し た。タ イ ト ル は“The
redevelopment project after the Great Hanshin
Awaji Earthquake”とした。the Great Hanshin
Awaji Earthquakeという文言を入れたのは、日
本のみならず世界を震撼させた大災害の名称を
取り入れることで、フィールドのローカル性に
ともなう報告の「とっつきにくさ」を回避しよ
うという狙いもあった。
そしてこれを基にパワーポイントを作成す
る。私はすでに北京における発表の経験から大
事なことを学習していた。それは「困ったとき
の写真」である。写真があれば言葉が無くても
言いたいことが伝わる。もちろん、誤解を生む
場合もあるので写真の選択には慎重を期する必
要がある。ゆえに写真の選択には最後まで悩み
ぬいた。
ようやく完成したパワーポイントの発表資料
であるが、当然それを英語で発表しなければな
らないわけで、私のような英語を不得手とする
人間は、より入念なリハーサルをしておくこと
に越したことは無い。出発までに、大学院 GP
事務室で二度リハーサルをする機会を得たが、
英語らしい発音を心がける余裕など全く無く、
手元の英文原稿を読み上げることで精一杯で
あった。川端氏やテランス氏に発音をいくつか
修正していただき、直せる発音は直し、その時
点でできることは全てやった。電車での移動中
も、英文の読み上げ原稿を携帯し、少しでも頭
に入れるようにした。また夜寝る前に声に出し
て何度も読み上げる練習もした。原稿を暗記で
きるまで読み込んだり、発音を少しでもネイ
ティブに近づけるように修正したりといったこ
とも時間があれば可能だったのかもしれない。
しかし、往々にして時間というものはギリギリ
しか与えられていないものだ。後は現地に行け
ば何とかなるだろうという気持ちで出発当日を
迎えたのである。
真冬の日本を脱出し、真夏のオーストラリア
に行けるというだけで、寒さが苦手な私のテン
ションはうなぎ登りである。しかしながらオー
ストラリアの首都キャンベラまでの道のりは果
てしなく遠かったのである。悪天候のため、最
初の到着地ゴールドコーストに着陸することが
できなかったことを皮切りに、連鎖的に手違い
・遅延が発生し昼過ぎの到着予定をはるかに
オーバーしてオーストラリア国立大学に着いた
ときには、あたりはすっかり寝静まった夜中で
あった。
翌朝。動物園でしか聞けないようなトロピカ
ルな野鳥の鳴き声で目を覚ます。朝から晴れて
よい天気である。想像していたほどは暑くはな
い。極めてすごしやすい気候だ。われわれが投
宿する学生寮からレクチャーが行われるホール
までは距離が結構ある。川が流れ緑溢れるキャ
ンパスをゆっくり味わいながらの１５分ほどの
「通学」は実に気持ちのいいものだった。
発表前夜、特任助教の川端氏、白石氏が投宿
するコテージに有志が集まった。現地で仲良く
なった他大学のセミナー参加者や、ANUで
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PhDを取得しに来ている面々も参加し、とも
に食卓を囲んだ後、明日の本番のリハーサルを
することになった。結果的に言うとこれは大変
に有意義な会であった。場に居合わせた人たち
がさまざまな観点からの質問を私に投げかけて
くれる。私は頭の中の論点を整理しながら必死
に質問に答える。その答えに対してまた質問が
くる。これを延々と繰り返していくうちに、持
論の輪郭が少しずつ明確になっていった。
さて当日である。私の発表が組み込まれたの
は Urban Environmentというセッションであ
る。私以外に三人の発表者がいる。彼らはそれ
ぞれ東京大学で建築を研究する学生、早稲田大
学で街とコミュニティについて研究する学生、
早稲田大学で政治学を研究する研究員である。
前二者はオーストラリアからの留学生であっ
た。
会場は、広さ２００m２ほどのレクチャールーム
である。チャコールグレーのカーペットが敷き
詰められ、寒いくらいの冷房が入っている。天
井付近に穿たれた窓からは真夏の青すぎる空が
見えた。照明を落とした薄暗い室内と鮮やかな
コントラストをなしている。
セッションが始まると急に緊張し始めた。落
ち着かない。手から汗がにじみ出る。にじみ出
た汗は冷房で冷やされさらに手から温もりを
奪っていく。幸か不幸か、最終セッションとい
うこともあってオーディエンスの数はそう多く
はない。おそらく講壇に立てば緊張も和らぐだ
ろうと自分に言い聞かせてその時を待った。
そして、ついに本番を迎える。あいさつもそ
こそこに、さっそく発表をスタートする。声を
出すと緊張が取れるはずであったが、読み始め
てしばらくたっても一向に緊張が解けない。塾
講師を１０年以上も続けているので、人前で話を
するのは慣れている。はずであった。しかし、
まったく緊張が取れない。手元の読み原稿の分
厚く感じる。まだこんなにも読みあげないとだ
めなのか、そう思うと一層緊張感が増し焦燥感
で頭がいっぱいになる。無我夢中で原稿を読み
上げる。日本語ならアドリブで補足説明などを
入れたりするうちに、自分のペースがつかめて
くるのだが、英語だとそうはいかない。読み原
稿を忠実に読み下す以外に、私は音声を発する
ことができないのだ。
ふと目があった白人男性が「なるほど」と
いった顔をし、私の発言に頷いた。その時ぷつ
りと緊張の糸が切れた。なんとか伝わっている
ということが確認でき気持ちが楽になった。そ
こからは若干リラックスした状態になることが
でき、無事に発表を終えることができた。
さて、ここからは質疑応答タイムである。基
本的に英語であるが、私の場合は英語力に問題
があるので、川端氏や他のスタッフに議論の補
足をしてもらった。UCLAの Mariko Tamanoi
教授から質問があった。内容は、「震災後の再
開発において、その土地の住民たちは計画の意
思決定に参加できているのか？」というもので
ある。
答えとしては否であると述べた。理由は、通
常の再開発とは異なり、災害からの復興再開発
であるので、十分に合意形成をする時間もな
く、とにかく行政が思い描く安全・安心を担保
した街を一刻も早く出現させることに重きがお
かれたからだとお答えした。時間の都合と私の
英語力のなさで満足した質疑応答はできなかっ
た。しかし、私が言いたかったことは伝わった
のではないかと思う。
こうして、なんとか無事に発表を終えること
ができた。僭越ながら一つだけ教訓めいたこと
を申し上げるなら、それは「事実を作ってしま
うことの大切さ」ということだろうか。
今回の海外発表も、「発表するコンテンツが
練られてから」あるいは「英語力がもっと充実
してから」と尻込みしていたら実現しなかった
はずである。少しでも自分の興味のアンテナが
反応したらとりあえず手を挙げる。これが大事
である。今回の発表を事例に挙げると私はまず
【Ｌ：】Server／関西学院大学／社会学評論／第３号／〈特集〉 ２ 校
５６ 特集：国際発信能力の涵養はいかにして可能なのだろうか？
手を挙げ「APW参加者」という事実を作った。
そこから足りないものを埋め合わせていけばよ
いのである。それは私の場合決して少なくはな
かったが、「求めよ、さらば与えられん」とマ
タイの福音書に書かれているではないか。分か
らなければ周囲の人に聞き、助けを求めること
が肝要だ。幸いにも私の周囲の人々は、それぞ
れがお持ちの知識を存分に私に分け与えてくれ
た。彼らに何か恩返しをしなければと思うのだ
が、私の力ではそれも難しい。
拙文が今後参加を「なんとなく」検討してい
る人の後押しになることができたら、きっと私
に協力してくれたたくさんの人々への恩返しに
なると思っている。
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The redevelopment project after
the Great Hanshin Awaji Earthquake
Jun Matsumura
1．Introduction
In this paper, I am going to focus on the redevelopment project in the Kobe area after the Great
Hanshin Awaji Earthquake in１９９５. In particular, I have focused on the projects near train stations.
These attempts have great impacts on the landscape of the city as well as the lives of the residents.
2．Impacts and features of redevelopment projects
The following five characteristics on construction designs can be observed in common.
１．High rise apartment buildings
２．Relatively large-scale shopping malls
３．Creation of “open spaces” as evacuation spaces in case of disasters
４．Construction of linear arterial streets
５．Construction of wider sidewalks
We can see two trends behind the above redevelopment projects; disaster prevention and the
redevelopment of the local economy.
First, the idea of disaster prevention is clearly reflected in the projects. Due to the trauma of the
１９９５ earthquake, the idea of disaster prevention is implemented with the highest priority in the
projects. This tendency can also be observed in other cities in Japan. While many people are aware of
the fact that such prevention design is implemented in the city planning, it has rarely become an
issue. Over６，０００people were lost in the Kobe earthquake and it is very plausible that lessons learned
from the disaster are reflected in the redevelopment project. On the other hand, when we take a look
at the finished projects in the Kobe area-reconstruction of the roads and sidewalks-we see less
populated spaces that are often unattractive. The question becomes whether or not we should accept
such landscapes for the sake of disaster prevention.
In the Hanshin Mikage area where I conducted interviews, there was opposition to the widening of
roads by the local residents. However, such voices could not override the idea that “we have no
choice when we consider the safety and security of the city against the risk of another earthquake.”
On the other hand, we can not test whether such design is actually effective or not until the next
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disaster occurs. While preparation is necessary to deal with future disasters, I personally feel
uncomfortable with the city planning and building based on the idea of safety and security. However,
I also doubt that the idea of disaster prevention is being used by the local government as a convenient
slogan to encourage more redevelopment projects. In my view, the local government has had the idea
of controlling the risk of disaster before the earthquake and the earthquake merely provided an
opportunity to implement such ideas.
Second, the redevelopment of the local economy is another factor enhancing the project after１９９５.
In most redevelopment projects of train station areas, high rise apartments are built due to the
residential demands in such convenient locations. In order to meet such demands and create more
residential spaces, the government deregulated the plot ratio. As a result, the high rise apartments
were constructed and dramatically changed the landscape of the local community. Shopping malls
were also built to attract more customers to the redeveloped areas. Such redevelopment projects are
also seen in other cities all over Japan.
As case studies, I have engaged in the fieldwork research on the redevelopment projects around
railway station areas in Kobe and neighboring areas. I have divided the areas into three catagories.
１．Residents did not come back to the neighborhood/area after the earthquake, and there are many
vacant tenants in the business and shopping areas.
２．Residents returned to the neighborhood/area and it returned to its pre-earthquake condition.
３．Residents returned to the neighborhood/area and it became more attractive.
Most redevelopment projects seem to fit in category２. However, there are some areas which have
not recovered economically from the earthquake. For example, the shopping street in Nagata-ward
that burned down during the earthquake was rebuilt as a shopping-mall. However, people have not
come back to this area yet and the business is rather slow.
3．A case study of the redevelopment project around Hanshin Mikage Station
As a case study for this presentation, I would like to focus on the redevelopment project in the area
around Hanshin Mikage Station. Mikage is located in Eastern Kobe towards Osaka along the Hanshin
Railway and developed economically after the Meiji Era. The shopping street is situated underneath
the elevated railway track. It was originally established as “Mikage Nakanishi Ichiba（market）” in１９２０
and was transferred to its current location in１９３５. It was renamed as “Mikage Shisuikan” in１９９２.
There are about ６０ tenants and it had been recognized as the “kitchen of Mikage” in the local
community. However, as other shopping streets in Japan, many shops have closed down in last ten
years due to the aging of owners and tenants, and those who remain are worried about their future.
The main redevelopment project is a complex consisting of a４７ storied apartment and shopping
mall in front of the station where Mikage Technical High-School used to be located. The shopping
mall has already opened for business and the apartment will be constructed by March２０１０.
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3―1 Viewing the redevelopment project through the perspective of “Object and Background”
It is very clear that the redevelopment may create new environments as well as erase pre-existing
environments. It is very difficult to expect how those changes influence the ongoing environment of
the everyday lives of local people. Through the perspective of object and background, we can
consider the pre-existing environment as the “background” and the newly developed area as “object”.
While the object tends to emerge and become visible, the background tends to submerge and become
invisible.
In the case of the Hanshin Mikage area, the local government and community put their efforts into
not causing a sharp contrast on the border between the object and background. One attempt to do so
was the creation of an “open space”（公開空地）to the facility. Normally, business and commercial
areas are designed to maximize their floor space for business. However, in this case, they largely
reduced the floor spaces for business purposes, and provided a space for local people instead. It is
widely used by the people in the local community to sit and relax during their business and shopping,
and also used for other purposes. For example, it functions as a venue for the traditional “danjiri
matsuri（festival）” festival in this area. Furthermore, it also functions as a buffer zone and bridges two
disconnected area, the pre-existing area and newly redeveloped area. It must be noted that this space
was established by request from the local residence. The presence of a relatively strong local
community enabled them to successfully blend the local essence into the redevelopment project.
3―2 Coexistence of old and new commercial facilities
It is often critically mentioned that the creation of new shopping malls in the redevelopment
projects take away customers from the former shopping streets. However, the case of Hanshin Mikage
is slightly different. New stores are opening one after another underneath the elevated railway track
after the redevelopment project. Two new stores have already opened this year, and another four
stores targeting young people are planning to open after August. While the old shopping streets and
markets are facing difficulties all over Japan, Mikage Shisuikan regained its business from the
synergetic effect with newly built large shopping facility Mikage Classe cross the street.
How should we see and evaluate this fact? Conventional studies on the redevelopment project have
been critically focused on its negative effects. They generally depict the demise of local community
and business areas such as the shopping streets. However, in the case of the Hanshin Mikage
redevelopment project, shopping streets are being revitalized. The number of residents has increased
and the４７―storied apartment has been a factor in revitalizing the community. Still, it is certain that
issues will continue to arise as I continue my field work. It is likely that I will observe people in local
community who share a sense of discomfort about urban design that emphasizes security at the cost
of familiarity.
3―3 Messy-ing the street and the lived-in feeling
Since I have just started my fieldwork research of the Hanshin Mikage area I have yet to find clear
anti-redevelopment sentiment from the locals. However, an opinion expressed by one shop owner in a
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shopping street in Osaka where a redevelopment project was started due to a fire seems relevant.
Living and working in the refurbished shopping street, he said that he wants to “messy up the street”
（まちを汚す）and wants to recover the lived-in feeling of the local community. Of course, messy-ing
the street does not mean making the area filthy or unclean. Rather, he wants to regain the color of the
community as opposed to the bland community landscape which emerged after the fire. There is a
term called “community landscape”（生活景）in architecture that I am also studying. It refers to the
space that is decorated by the lives of the people in local community. Before the fire, production,
sales, and consumption were organically linked to the local people’s everyday lives, and that created
the community landscape. However, it was lost due to the redevelopment of the area, and many
former residents left the place. It takes time to regain the community landscape. It is not easy to
engender a sense of attachment to the community since the architecture and design of redevelopment
projects usually do not provide a free space for local people to share. It is usually business oriented
and there is not much space for noneconomic activities. It is often mentioned that the Japanese
landscape is “motley-looking” and “dirty”. Loud and huge advertising displays and signs, telephone
wires blocking the sky, a forest of telephone poles, advertising stickers on the walls, and so on
decorate the landscape of many cities in Japan. Reaction to such a landscape is what has most likely
led to the motley-looking and dirty elements to be excluded under the current redevelopment projects
in the last decade. As a result, the newly created spaces are clean, but it is also difficult to feel an
attachment to such landscapes, as the owner in the shopping street in Osaka expressed. In other
words, the signs and stickers were the traces of people’s lives in the local community. Meanwhile,
there are regulations on stickers and signs on the street in the redevelopment area. One wonders
whether or not these areas will eventually absorb local color.
On a positive note, we can observe that local business owners and residents are engendering a lived
-in feeling in neighboring areas near Hanshin Mikage where redevelopment occurred sometime ago.
For example, during the holiday season the buildings are decorated with illumination by the local. As
time goes by, the newly created landscape will feel familiar to local people. Meanwhile, we can also
observe that some of the new projects and their architectures tightly control and regulate visitors. The
market price of the real estate is considered as more important than how the local residents feel about
the local community. In that sense, the place should be clean to maintain its market value rather than
having a messy, lived-in feeling.
It is ironic that ideas and approaches gained in reaction to the experience of the earthquake caused
unintended results such as the loss of people’s attachment to the local community. For my master’s
thesis, through engaging in more intensive fieldwork research and interviews of the people in Hanshin
Mikage area, I would like to see how people are struggling between adjusting and resisting to the new
environment.
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